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関 貫 加代子

南
山
の

　

た
た
か
ひ
の
日
に

袖
口
の

こ
が
ね
の
ぼ
た
ん

ひ
と
つ
お
と
し
つ

そ
の
抑
鐘
惜
し

べ
る
り
ん
の

都
大
路
の

ば
つ
さ
あ
じ
ゅ

　

電
燈
あ
を
き

店
に
て
買
ひ
ぬ

は
た
と
せ
ま
え
に

え
ぼ
れ
つ
と

か
が
や
き
し
友

こ
が
ね
髪

　

ゆ
ら
ぎ
し
少
女

は
や
老
い
に
け
ん

死
に
も
し
や
し

　

ｉ
中
略

ｉ

ま
す
ら
を
の

　

玉
と
砕
け
し

も
も
ち
た
り

　

そ
れ
も
惜
し
げ
ど

こ
も
惜
し
抑
鐘

　

身
に
添
ふ
抑
鐙

死
に
も
し
や
け
ん

ー

「抑
鉦
」
森
鴎
外
日
露
戦
争
従
軍
中
の
作

　

日
露
戦
争
南
山
戦
で
死
ん
だ
幾
万
の
日
本
兵
の
命

も
惜
し
い
が
、
無
く
な
っ
た
袖
の
カ
ウ
ス
ボ
タ
ン
も

惜
し
い
。
鴎
外
は
青
春
の
日
に
ド
イ
ツ
に
５
年
間
留

学
。
ド
イ
ツ
女
性
エ
リ
ス
と
恋
に
落
ち
、
同
棲
。
日

本
で
の
結
婚
を
約
束
。
エ
リ
ス
は
鴎
外
を
追
っ
て
日

本
に
。
が
、
家
族
は
反
対
。
特
に
妹
小
金
井
喜
美
子

は
折
角
得
た
将
来
の
破
滅
と
猛
反
対
。
破
局
。
鴎
外

作

「舞
姫
」
で
は
、
エ
リ
ス
は
主
人
公
太
田
豊
太
郎

の
子
を
身
寵
り
な
が
ら
も
裏
切
ら
れ
、
発
狂
。
ド
イ

ツ
に
残
る
。
「舞
姫
」
を
読
み
私
も
文
学
に
開
眼
。
二

十
五
歳
、
作
家
の
登
龍
門

「群
像
」
評
論
の
部
で
最

終
選
考
に
。
「沈
黙
」
の
遠
藤
周
作
氏

「死
霊
」
の
埴

谷
雄
高
氏
、
福
永
武
彦
氏
に
講
評
を
頂
く
。
そ
の
後

「孔
子
」
「鬼
才
李
賀
」
を
上
梓
。
「新
訂
現
代
日
本
人

名
録
２
０
０
２
」
に
載
る
。
鴎
外
文
学
の
原
点
は
自

ら
の
恋
の
疎
外
。
私
の
原
点
は
我
々
人
間
存
在
に
対

す
る
問
い
か
け
。
亡
国
と
文
学
の
間
で
苦
悩
し
た
中

国
五
代
十
国
時
代
南
唐
国
の
君
主
李
鰻
。
清
朝
末
の

魯
迅
だ
。
文
学
の
道
は
遠
い
。
二
年
間
読
者
諸
子
の

″
生
″
に
関
わ
れ
て
い
た
な
ら
幸
甚
で
あ
る
。中
田
昭
栄

木

に
Ｊ

　　

．
　
　

　　　　　

ー

　　

　
　

　

　

　

　

安

　　

森
燈

　

鎚

　

２

　

０

　　

　
　

　

　

　

　

事

　　　

市

　　　

Ｑ

　　

ｇ

理

　　　　　

Ｏ
．
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泉
虜
劇
団
選
纂
猶
鴎
鞄
碗
運
動
薬
耀
蟹寵謎翁

第１４２号

千葉先生

るつぼう通信 ２０１９年３月１５日（２）

　

２
月
２４
日
（日
）に
神
戸
国
際
△嚢
餓

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

た
じ
ま
医
療
生
協
か
ら
は
２
演
題

発
表
し
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
る
つ
ぼ

う
診
療
所
長
千
葉
義
幸
医
師
の
「地

域
医
療
の
中
で
脳
神
経
外
科
、
認
知

症
専
門
医
が
で
き
る
役
割

　

～
る
つ

ぼ
ぅ
診
療
所
の
新
た
な
試
み
～
」
で

し
た
。

　

る
つ
ぼ
う
診
療
所
が
、
昨
年
導
入

し
た
Ｃ
Ｔ
を
用
い
て
頭
部
疾
患
の
診

断
能
力
を
向
上
さ
せ
た
こ
と
で
、
他

院
の
信
頼
を
得
て
連
携
を
強
め
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て

地
域
の
サ
ポ
ー
ト
医
と
し
て
の
立
場

を
確
立
す
る
に
至
っ
た
過
程
な
ど
を

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
葉
先
生
の
発
表
は

「た
じ
ま
医

療
生
協
の
役
割
、
そ
し
て
地
域
医
療

の
未
来
に
希
望
を
感
じ
ら
れ
た
」
「し

と
が
評
価
さ
れ
、
座
長
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
訪
問
看
護
ス

テ
１
シ
ョ
ン
え
が
あ
の
田
測
惰
美

作
業
療
法
士
の
「進
行
性
疾
患
で

の
訪
問
入
浴
と
リ
ハ
ビ
リ
の
連
携

～
最
期
ま
で
寄
り
添
え
る
入
浴
を

目
指
し
て
Ｌ

　

で
し
た
。

　

日
々
呼
吸
状
態
が
低
下
す
る
進

行
性
の
疾
患
に
留
意
し
な
が
ら
、

本
人
と
家
族
が
希
望
さ
れ
る
入
浴

を
継
続
す
る
た
め
に
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
看
護
師
、
訪
問
入
浴
、

作
業
療
法
士
の
ス
タ
ッ
フ
が
連
携

し
て
、
訪
問
入
浴
を
続
け
た
事
例

を
紹
介
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
ジ
ヤ
１
ナ
リ
ス
ト
・

映
画
監
督
の
三
上
智
恵
さ
ん
に
よ

る
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

「標

的
の
島

・
日
本
列
島
」
と
題
し
た

沖
縄
の
基
地
問
題
の
話
で
は
「無

関
心
で
い
る
こ
と
は
平
和
の
敵
。

こ
の
問
題
は
沖
縄
だ
け
の
も
の
で

は
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
印
象
的

で
し
た
。

ワクチン情報
しん風しん混合ワクチン　　混　　
　　 　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

麻

大
：
・妊婦もし＜は妊娠の可能性のある女性の夫、 子ども及びその他の同居家族は接種をご検討＜ださい。
・風しんの予防接種は、 はしか （麻しん） も一緒に予防できる麻しん風しん混合ワクチンをお奨めします。

お子さんの公費（無料）のワクチン受けていますか？

３月３１日までのものに注意しましょう！！

　　　

〕

破傷風）

大人の風しんが流行中！妊娠中の女性がかかると赤ちゃんに影響が出ます。
！ （接種後２ケ月は避妊が必要です）ｌｏ代後半から３０代の女性に多＜発症しています。
！風しんの７割以上が男性、 そのうち８割以上が２０～４０ｆｔ。

期

１期．＝期共に２０歳誕生日前日まで
博．４．２生～Ｈ２１．ｌｏ．１生

１期の受け残しと＝期のみ接種可

　　　　　　　　　　　　　　

追 加

　　

・・
稚

　　

満
幼

ん

　　

未
（

で

し

　　

歳
前
ま

　　

２

年

日

無料対象者

ま
＝

　　　

．
２

１

半

：

　

１

　　

９

に
憎

　　
　　　
　
　
　

　

．

　

・

　

▲４

　

　

　

　

　
　
　

　　　　　　　

～

　

４

　
　
　
　
　

麻

　

無

　　　　

日

　

無

　　

特

無料対象者

ＤＴ Ｇジフテリア

無料対象者
ノ」＼学６年生 （３月３１日まで）
（１３歳のお誕生日前日まで可能）



２０１９年３月１５日（３）

　　　　　　　　　　

る つ ぼ ぅ 通 信

　　　　　　　　　　　　　　　

第１４２号

２ＵＩ９年度 弟料凹通常糟 代会‘り公告

　　

２０１９年３月１５日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

費－１．‐翌 匠 底 越さ

第２４回通常総代会の開催をご案内いたします。

　　　　　　　　　　　

記

　　　

と

　

き：２０１９年６月２２日 （土）１３時３０分から１６時３０分

　　　

ところ：但馬空港ターミナルビル 多目的ホール

　　　

議

　

案：第１号議案

　

２０１８年度のまとめと２０１９年度の事業と運動のすすめかた

　　　　　　

第２号議案

　

２０１８年度決算報告および監査報告承認の件

　　　　　　

第３号議案

　

２０１９年度予算承認の件および役員報酬承認の件

　　　　　　

第４号議案

　

議案議決効力発生承認の件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

以 上

　　　

総代選出：選挙区・定数の確認公告

　　　　　　　

３月３１日現在での組合員登録者 （家族組合員、 理事、 監事は選出できません）

　　　

受付期間：各支部総会の前日まで

　　

総代の届出締切りは５月１５日（事務局まで）

養護者 薄墨

　

ネ申美

　

鶴城

　

亀城

　

北西

　

日高

　

出石 きたみ やぶ 朝来

　

美方

　

職員

　

合計

総代数

　

１９

　　　

９

　　　

９

　　　

１１

　　

１２

　　　

９

　　　

５

　　　

６

　　　

４

　　　

４

　　

‐ ４

　　　

８

　　

１００

支部名
地域名
新田
中筋 神美 鶴城 亀城 北西 日高 出石 きたみ やぶ 朝来 美方 職員 合計

総代数 １９ ９ ９ １Ｉ １２ ９ ５ ６ ４ ４ ４ ８ １００

支部総会日程表 （２月２８日現在）

　　　　　　　

＊詳し＜は各支部にお尋ね＜ださい

支部名 神美 日高 亀城 やぶ きたみ 朝来 新田
中筋 美方 北西

日時
３月２５日

　

（月）
１０：○〇

４月５日
（金）
時間未定

４月６日
（；±）
「０：００

４月６日
（土）
１０：００

４月８日
（月）
１０：３０

４月１３日

　

（土）
１０：３０

４月２０日

　

（；±：）
１１：００

４月２０日

　

（；±：）
１３：３０

４月２０日

　

（；±：）
１１：００

会場
神美地区
コミユー

ティセン
ター

未定 喫茶
ｉまつか

はさまじ
車山の森
公園

津居山
サテライ
ト

未定

新田地区
コミユー

ティセン
夕－

岡見公園

五荘地区
コミユー

ティセン
ター

ヒバクシヤ国際署名

　　　

４５５筆

安倍９条改憲ＮＯ！

憲法を生かす全国統一署名

今後の行事予定
●第７回パス１ソアー

４月２５日（木）
「，２２３筆

●第７９回グラウンド・ゴル７大会
５月２７日（月）

介護保険制度の改善、介護従事者

各
種
署
名
ご
協
力
の
お
礼

　

昨
年
よ
り
頂
い
た
各
種
署
名
は
以
下
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

多
数
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の処遇改善を求める請願署名

　　　　

い ＊詳しくは折り込みチラシをご覧ください。
５。６筆 藍



子邦田和
ｌ

－

　　

「がん」と向き合って４

夕

　

か

　

こ

　

而；

９

１

だ

　

ん

　

た

ン

　

、
と

と

ー

　

は

も

が

　

し

セ

日

　

の

腸

月

術

水

巣

　

で

ん

　

５

　

他

大

　

９

　

手

腹

卵

と

か

　

月

・

・

・

・

・

・

　

こ

４

９

　　　　　

初とのことでした。

　

正直な話、 手術まで１ヶ月もあるのかとショックを感じました。 「１ケ月も先

なんですか？」 という私の問いに、 先生は 「皆さんが、 がんですから」 と言われ、
なるほどと妙に納得したのを覚えています。この頃には、下腹部がチクチクしお

り重＜感じたりすることもあり、 不安がいっぱいでした。 しかし、 この１ケ月の

間に自分のできることはしようと思い、 色々なことに取り組みました。
入院までには次のような検査をしました。

・腹水もたまっていないので、手術前の抗がん剤は必要ないだろう
・卵巣がんは開腹してみないと分からない

１０月５日の予定

・大腸と乳がんの検査をする→八鹿病院で行う

・９月１９日再度診察して手術の方針を決める

がんセンターの受診日でした。婦人科部長の先生との話は

ころにがんがないか調べる→ペット検査をする

　
　
　
　

月

　

わ

ク

ケ

　　　　

）

　　　　　

に

　
　
　
　
　

　

　

　　　　

結

　
　
　

　

　

　
　　

　９月１０日

　

ペット検査。 がんがあるところは光ります。 （結果は後日に）

９月１５日

　

八鹿病院で乳腺と大腸の検査をしました。１８日にはどちらも大

り、 一安心しました。
９月２０日

　

ペット検査の結果が分かりました。 がんが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　

　

　　

　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　　　　

　

　　　

　

　　　　　

　

　　　 　　　 　　　　　　　　　

　　　

蟹ノ、Ｖ：＝－
）
‐
し 才不、山切÷±ぬ十字

Ｗノ

　

奮嵩達 三≧ミニぜ≧憲二…÷＊Ｗ

　　　　　

ンバです。 腸からは出皿しているとも言わ
；撰納ド メ三

　

ｒ＊ぎ馨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・ 霊廟掛軸轟きメド＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　

　　　　　

れ、 ショックでした。 （結果的には首のリ

　　　　　

ンパは大丈夫でしたが）

が

り

わ

り

ん

　

の

　

言

　

の

が

首

も

首

ｏ

　

ｏ

　

、
と

は

た

　

だ

壁

　

る

　

に

し

　

し

　

の

　

い

　

的

ま

　

ま

腸

　

て

　

果

し

り

　

、
し

結

理
事
の
つ
ぶ
や
き

　

今
年
度
初
め
て
常
務
理
事
と
い

う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
あ
っ
と

い
う
間
に
ー
年
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
で

し
た
。

　

「る
つ
ぼ
う
診
療
所
」
を
但
馬

の
医
療
介
護
の
拠
点
と
し
て
、
診

療
所
で
働
＜
職
員
が
安
心
し
て
働

け
る
よ
う
医
師
確
保
な
ど
に
努
め

ね
ば
と
思
う
毎
日
で
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
自
公
政
権
の

政
治
を
見
て
い
る
と
、
こ
れ
が
国

民
の
立
場
に
立
っ
た
政
治
の
在
り

方
か
と
、
怒
り
と
情
け
な
さ
を
感

じ
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

医
療
・
介
護
・
障
か
い
者
対
策
・

教
育
・
保
育
・
原
発
・
雇
用
・
賃

金
・
年
金
・
沖
縄
辺
野
古
埋
め
立

て
・
森
友
、
加
計
問
題
・
安
倍
首

相
の
昭
恵
夫
人
問
題
な
ど
な
ど
、

ど
れ
を
見
て
も
め
ち
ゃ
＜
ち
ゃ
。

マ
ス
］
ミ
も

「安
倍
村
度
」
。
そ

の
筆
頭
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
。
安
倍
首
相
の

出
な
い
日
は
な
い
ほ
ど
。
受
信
料

払
う
の
が
い
や
に
な
り
ま
す
。
金

返
せ
と
言
い
た
い
こ
の
頃
。

藤

　

原

　

敏

　

憲

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
何
と
か
し

な
け
れ
ば
、
今
こ
そ
、
国
民
の
立

場
に
立
つ
政
治
に
変
え
ね
ば
、
ま

す
ま
す
え
ら
い
こ
と
に
な
る
の
で

は
と
思
う
の
で
す
が
、
思
い
だ
け

で
な
か
な
か
カ
ガ
出
て
こ
な
い
。

年
の
せ
い
か
、
疲
れ
果
て
て
い
る

の
か
、
気
が
抜
け
て
い
る
の
ガ
ー

　

や
は
り
、
医
療
生
協
の
常
務
理

事
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
立

場
で
頑
張
る
う
と
、
ガ
タ
が
き
て

い
る
体
に
鞭
打
っ
て
、
今
年
は
頑

張
ろ
う
と
決
意
し
て
い
ま
す
。
皆

様
の
叱
院
叱
院
叱
院
を
よ
ろ
し
＜

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

つ
ぶ
や
き
で
は
な
く
、
愚
痴
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

／
０

　

　

　

　

へ
“^ｖ

轟　　　

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　　　

　

　　　　　　　　

′

　

ｒ・志
は
高
く
ふ
る
さ
と
憂
う
強
さ
医
師

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

し
ん

・
こ
の
声
は
わ
れ
だ
け
き
こ
え
る
遼
の
こ
え
わ
れ
の
気
持
ち
は
わ
れ
し
か
き
こ
え
ぬ

・
か
ら
か
ら
に
な
っ
た
財
布
に
雨
が
降
る

一言
三
…
．
三
三
…
三
．
…
…
…
三
．
三
ｉ
…
三
…
…
…
三
ｉ
ｌ
ｌ
…
ｉ
…
…
…
…
…
…
…
．
三
三
三
．
・
三
…
．
・

…
三
三
三
三
…
…
三
１
１
…
…
三
三
一
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朝
来
支
部

第
１
回
あ
さ
ご
文
化
作
品
展

（１
月
２１
日
～
２
月
１
日
）

朝
来
市
竹
田
駅
前
の
神
戸
聖
隷

歴
史
資
料
館
で
、
年
金
者
組
△□
と

合
同
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

るつぼう通信２０１９年３月１５日（５）

　

「こ
の
作
品
は
こ
う
し
た
５
・
・
Ｌ

「あ
っ
ち
は
こ
う
や
ね
」
な
ど
、

会
場
準
備
の
時
か
ら
に
ぎ
や
か
に

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
２３
日
に
は
、
作
品
を
前
に

コ
１
ヒ
１
を
飲
み
な
が
ら

「語
ろ

う
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

香
美
町
な
ど
遠
方
か
ら
も
お
越

し
い
た
だ
き
、
左
＜
さ
ん
の
方
に

　　
い
と
思
い

　

繰

　
　
　

　　

　　
　
　

　

　　
　
　　
　
　

第１４２号

　

の

　

ろ

ぱ

“〆…叫繁
雄
書
留
鮪蟹
豊
里
蓬
箱
榊旨
“琵
琶
蓄
電
錆繁
徽審
＝
醤
扇
誓
耳
繁
雑
田魯

や
ぶ
支
部

　

そ
ば
食
べ
よ
う
会

　

２
月
８
日
（金
）養
父
公
民
館
で

行
っ
た
恒
例
の
そ
ば
食
べ
よ
う
会

に
２１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、

そ
ば
を
打
つ
人
と
、
天
ぷ
ら
を
揚

げ
る
人
と
分
担
し
て
す
す
め
ま
し

た
。

　

で
き
た
て
の
そ
ば
は
大
好
評
で
、

帰
り
に
は

「来
年
も
み
ん
な
で
そ

ば
食
べ
よ
う
で
」
と
声
を
か
け
合
っ

て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　　　
　

　
　

ろ
っ１３
る
ケ
イ
ス

　　　　　

　

　　　　　

　

　　

　

　

　

　

　

　
　　

今
年
の
総
代
会
は
６
月
の

何
日
で
し
ょ
う
？

④

１１
日

⑧

２２
日

⑥

３０
日

　

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
メ
１

ル
で
、
ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
医
療

生
協
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想

を
添
え
て

「た
じ
ま
医
療
生
協
ク

イ
ズ
係
Ｌ

　

ま
で
ご
応
募
＜
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
名
様

に
、
図
書
カ
ー
ド
を
ブ
し
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
ご
住
所
、
お
名
前
を
お

忘
れ
な
＜
。
当
選
者
は
次
号
の
る
つ

ぼ
う
通
信
で
発
表
し
ま
す
。
そ
の

さ
い
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
の
記
載
を
ご

希
望
の
方
は
、
併
せ
て
ご
記
入
＜

だ
さ
い
。

締
め
切
り
は
４
月
１５
日
で
す
。

たじま医療生協クイズ係

柵　　
７９６
札

０

　

ア

　

　

　メ
ーｎｆｏ＠ｔａｉｉｍａ‐ＣＯＯＰ，Ｃｏｍ
＊待合室の応募箱に入れ
て頂いても結構です

ご
意
見
・ご
感
想
よ
り

●
こ
の
ク
イ
ズ
の
応
募
が
、
も
っ

　

と
気
軽
に
で
き
る
と
嬉
し
い
で

　

す
。
（例
え
ば
玄
関
に
応
募
箱

　

を
置
＜
な
ど
）

　

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
待
△□室
の

「投
句
箱
」
を
応

募
箱
兼
用
に
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
＜
だ
さ
い
。

●
ー
月
号
の
一
宮
さ
ん
の
写
真
、

　

ス
テ
キ
で
す
ね
ー
浅
膚
々
し
＜
て
、

　

新
元
号
に
変
わ
る
今
年
、
私
に

　

も
何
か
良
い
こ
と
が
あ
り
そ
う

　

な
予
感
が
し
て
い
ま
す
。

●
身
体
に
異
変
を
感
じ
た
ら
す
ぐ

　

に
受
診
す
る
こ
と
、
年

一
回
は

　

必
ず
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
、

自
分
の
身
体
は
自
分
で
守
る
こ

　

と
で
す
。

前
回
の
ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
の
結
果
、
次
の
万
に
ク

オ
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

都
の
西
北
さ
ん

（豊
岡
市
）

Ｍ
・
Ｍ
さ
ん

　

（伏
）

Ｍ
・
Ｍ
さ
ん

　

（九
日
市
上
町
）

ｆ
ｒ「 る つ ぼ う 診 療 所ノ

　　

ー
〒６６８Ｏ８５・豊岡市今森４６・窄錠＝繋留 師

　

土

　

士

　

－

　
　
（

　　　　　　　　　　　

′

　

Ｅ

訪

　

理

　

作

　　

：
Ｌ

へ

　

糟

診療時間

＼ 月 火 水 木 金 土
前
…婚

　

～

午
嘘 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午

　

後

煉
等
就
種
伽
瞭
ｖ
・
鋤
診
２
往
田燃 ／

間
服

　

～

夜
蹴 ○ ／ ○／○ ／

　

・ａ、間 午前８時～１２時
日曜・祝日休診

夜間４時～ 時７丁

〒６６８‐０８５２豊岡市江本３９６‐１１０１号・１０２号

居宅介護支援事業所’ミかお〒幸三にも％量

ヘルパーステーションえかお〒鯵に誓言も
訪問看護ステーションえがお

訪問入浴サービスえがお



第１４２号 るつぼう通信 ２０１９年３月１５日（６）

料２人分◆
豚肉しゃぶしゃぶ用……………１６０ｇ

梅干しの果肉…………２個分 （２０ｇ）
みりん………………………小さじ２

青じそ （せん切り） ………………５枚

わかめあん

ねットゎかめ ……………・・２ｇ （乾）

撫

　

”‐‐‐‐．二‐‐；：：
……．－－．川

　

。

片栗粉………………………小さじ１

細ねざ （小□切り）………………少々

工

　

※

　　　

⑥

　

⑤

　　　　　　　　　

④

　 　 　 　

　

　 　 　 　

　

　

　

　 　 　

　

　

　

　
て伝旨憂お謬 好夫と 虐Ｒ膏

　

　

　

　　　　　　　　　　　　よ

　

汁
　　

　

　　　　　　　　　　　
巴

　

逗侍 条きもぎ弔該ｉ‐Ｌ
　 　　

　

　　　　

　

　　　

，
躍

　
レ
ン
ジ
で
簡
単
！
ヘ
ル
シ
ー
蒸
し
物

豚
肉
の
梅
干
し
燕

寡
　
　
◎

　　　　　　

」Ｌ．１調理Ｆいき一群±，；？‘，，

　　

Ｌ

　

‐〆
一′

軽磁禍：－．－－↑：，，

◎ 壷誉力闘言蛋白質１３‐６『

　

し 璽

　

③

　　　　　　　

②

　　　　

①

　

◆

　　　　　　

士①
梅
干
し
の
果
肉
は
包
丁
で

　

細
か
＜
た
た
き
刻
み
、
み

②
肉
は
４
～
５
枚
を
少
し
ず

　

つ
重
ね
て
広
げ
て
置
き
、

　

①
の
梅
ペ
ー
ス
ト
を
薄
＜

③
耐
熱
皿
に
並
べ
て
ラ
ッ
プ

川

　

戸

　

宏

　

子

　　　

　

　

　

　

　

　

　

　　 　
　　　　　　　　　
　

　

　

　

　

　

　　　　　 　

　

そ

　

ス

　

げ

　

枚

　

す

　

き

　

肉

　

を

　

卜

　

て

　

を

　

ｏ

　

刻

　

は
散

　

を

　

置

　

少

　　　

み

　

包

Ｅ雪歳喜

　

多を

　

‐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　

し

　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　

」ー遂き，麺

　　

ぬ 山陰海岸ジオパー煽れ話
第７回 神鍋火山と黒ボク

神鍋山は約１～２万年前に噴火したとされていたのですが、近年の山陰海岸ジオパークの研究発表で約２５，０００年前ご修正

されました。とはいえ、近畿地方で最も新しい火山であることに相違ありません。神鍋溶岩は江原の円山川岸にもありま

す。こんな遠＜まで流れて＜るのは粘性の少ない玄武岩溶岩だからです。昨年テレビ等で報道されたキラウエア火山も玄武

岩溶岩なので、その様子からも神鍋山噴火が想像できます。
前々回の砂丘の話で触れた姶良（あいら）火山灰（約２５，０００～３０，０００年前）が実は神鍋太田（ただ）地区でも見つかりまし

た。写真②中央の３０ｃｍ中の黄色部分が姶良火山灰で、その直上は神鍋火山灰、その直下は太田火山灰です。最上位の茶褐色

の部分は崖錐といって、神鍋山噴火から現在までの地すべり堆積物です。

　

ところで神鍋の畑土は黒ボクと言われていますが、「黒」の秘密は黒い玄武岩だからでしょうか。そうではないのです。
日本全国にある活火山はほとんどが安山岩や流紋岩の火山で火山灰は白～灰色です。ところがその火山の周辺には黒ボクが

存在しているのです。近年の研究では黒ボクの中には炭素の微粒子が多＜含まれ、ススキなど植物の腐食や野焼きの痕跡で

あると言われます。日本の黒ボクに含まれる炭素の放射年代を測定するとほとんどが１万年前より新しいものです。鳥取砂

丘では黒ボクの中から縄文遺跡も見つかり、黒ボクは古代人が作った土壌であるとも言われています。神鍋太田地区にも

「みだれあの森」に縄文遺跡が残っていることも偶然ではありません。

①神鍋火山：ス］リア丘

‐

　

．
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